
顔料5－亘  

メソトリオン（案）  

1．品目名：メソトリオン（Mesotrione）  

2．用途：除草剤   

トリケトン系除草剤。感受性植物（一年生雑草全般）のカロチノイド生合成系に関与   

する酵素（4－ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ）を阻害することにより、   

白化症状を発現させて、枯死に至らしめるものと考えられている。  

3．化学名：  

2止（4山meSyト2－nitrobenzoyl）cyclohexane－1，3－dione（IUPAC）  

2L［4L（methylsulfonylト2－nitrobenzoylト1，3－CyClohexanedione（CAS）  

4．構造式及び物性  

SO2CIも  

分子式  C14Hl。NO7S  

分子量  339．31  

水溶解度  0．16g／1．（20℃、蒸留水）  

分配係数 logl。Pow＝0．11（20℃、蒸留水）、  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用雑草の範囲及び使用方法   

今般、農薬取締法に基づき、水稲及びとうもろこしについて登録申請がなされるとと  

もに、あわせて、ポジティブリスト制度導入時の暫定基準の見直しを行った。  

本薬の適用雑草の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

（1）国内での使用方法   

①9．1％メソトリオン水和剤  

使用量  本剤  
メソトリオンを  

作物名   
適用  適用  

使用時期  
の  

雑草名  土壌  
含む農薬の  

使用  
薬量   総使用回数  

回数   

150  
一年生  

は種後出芽前  ／■、）  

全面  

広葉  
とうもろこし  （雑草発生前）   200  

土壌  

雑草  砂壌土  
mL／10a  100  

処理  

飼料用とうも  
1回  1回  

L／10a  
埴土  

ろこし  一年生  茎葉  
葉期  

雑，草   150  処理  
（雑草3葉期まで）  

mL／10a  

②1．5％ビリフタリド、4．5％プレチラクロール、0．75％ペンスルフロンメチル、  

0．50％メソトリオン粒剤  

本剤の  

作物名   適用雑草名   使用時期   
使用  

適用土壌  使用量   使用  
方法   

回数  

水田一年生雑草  

及び  移植後5～25日  

移植水稲  マツバイ  （ノビエ3葉期ま  
壌土  

～埴土   
1kg／10a  1回  湛水散布   

ホタルイ  で）  

ウリカワ  
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本剤の  

〔用時期   
使用  

適用土壌  使用量   使用  
方法   

回数  

麦5～20日  

エ3葉期ま  

で）  

作物名  適用雑草名  

ミズガヤツリ  

（北海道を除く）  

ヘラオモダカ  

ヒルムシロ  

セリ  

アオミドロ・藻類  

による表層はく  

離  

ビリフタリドを含む農薬の総使用回数：1回  

プレチラクロールを含む農薬の総使川回数二2回以内  

ペンスルフロンメチルを含む農薬の総使用回数：2回以内  

メソトリオンを含む農薬の総使用回数：1回  

Q）1．2％ビリフタリド、4．6％プレチラクロール、0．51％ペンスルフロンメチル、  

0．90％メソトリオン粒剤  

作物名   適用雑草名   

水田一年生雑草  

及び  

マツバイ  

ホタルイ  

ウリカワ  
ミズガヤツリ  

移植水稲  
ヒルムシロ  

セリ  

（北陸を除く）  

アオミドロ・藻類による  

表層はく離   

本剤の  
使用  

使用時期  適用土壌  使用量   使用  
方法   

回数  

移植後3日～  

ノビエ2．5葉期  
壌土  

ただし、移植後 0   ～埴土   
湛水  

1kg／10a  1回  
散布   

3日まで  

ビリフタリドを含む農薬の総使用回数：2回以内  

プレチラクロールを含む農薬の総使用回数：2回以内  

ペンスルフロンメチルを含む農薬の総使用回数：2回以内  

メソトリオンを含む農薬の総使用回数：1回  
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④4．2％プレチラクロール、0．60％メソトリオン粒剤  

本剤の  

作物名   適用雑草名   使用時期   
便座  

適用土壌  使用量   使用  
方法   

回数  

水田一年生雑草  

及び  
壌土～埴土   

マツバイ  

ホタルイ  移植直後～  

ミズガヤツ リ  ノビェ1菓期  
1kg／10a   1回   

湛水  
移植水稲  

（北海道を除く）  ただし、  散布   

ヘラオモダカ  

（北海道、東北）  砂壌土  
ヒルムシ′ロ  ～埴土  

（北陸）  

プレチラクロールを含む農薬の総使用回数：2回以内  

メソトリオンを含む農薬の総使用回数：1回  

（2）海外での使用方法   

米国での使用方法／41bsメソトリオン／gallon水和剤（フロアブル）  

1回当たり  

作物名  
年間総使用量  

の使用量  
（1bal／A）   

使用方法   使用時期   使用回数   

（1bai／A）  

0．188   0．188   土壌散布   発芽前まで   

オートムギ  
0．094   0．094   散布  

発芽後  1回  

収穫50日前まで   

ソルガム  0．2   土壌散布／散布  収穫30日前まで  

発芽前  

0．24   0．24   土壌散布  
発芽後処理も行  

さとうきび  
う場合、収穫114  

2回以内  
目前まで  

0．094   0．094   散布  
発芽後  

収穫100日前まで   

土壌散布   
幼芽発生前まで  

アスパラガス   0．24   0．24  （春期）   2回以内   

0．188   0．188   
オクラ  

土壌散布   

0．094   0．094   
収穫28日前まで   

散布 
1回  

ベリー類  0，188   散布   開花前まで  

クランベリー   0．25   0．5   散布   収穫45目前まで  2回以内   
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1回当たり  

年間総使用量  
勿名  の使用量  使用方法   使用時期   

（1bal／A）  
使用回数   

（1bai／A）  

麻   0．188   0．188   土壌散布  1回   

ーブ   0．188   0．188   土壌散布   収穫21日前まで   1回   

6．作物残留試験   

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・メソトリオン  

・4－メタンスルホニルー2－ニトロ安息香酸（代謝物MNBA（参考））  

（：且 s。  

【代謝物脚BA】  

HOO  

2CI七  

②分析法の概要  

粉砕した試料をアセトニトリル・水温液で振とう抽出し、抽出液をグラファイト   

カーボンミニカラムおよびポリマー系ミニカラム等で精製後、高速液体クロマトグ   

ラフ／質量分析計（l，CLMS／MS）で定量する。  

なお、代謝物MNBAの分析値はメソトリオンに換算した値で示す。  

定量限界 メソトリオン：0．002～0．01ppm  

代謝物MNBA：0．003～0．02ppm  

（2）作物残留試験結果   

①稲  

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、β．2タ％粒剤を1回散布（晦／10a、  

移植後12～21日）したところ、散布後89、91日の最大残留量注1）は以下のとおりで  

あった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

メソトリオン：〈0．002、く0．002ppm  

（参考）代謝物MNBA：く0．003、く0．003ppm  

（9  とうもろこし   

未成熟とうもろこし（生食用子実）を用いた作物残留試験（2例）において、9．1％  

水和剤を1回散布（2β伽L／10a、4葉期）したところ、散布後55、71日の最大残留  
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量注1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな  

い。 
注2）   

メソトリオン：く0．002、く0・002ppm   

（参考）代謝物MNBA：く0．003、く0．003ppm   

未成熟とうもろこし（生食用子実）を用いた作物残留試験（2例）において、9．1％  

水和剤を1回土壌処理（200mL／10a、播種翌日）したところ、処理後83、86日の最  
大残留量注1） は以下のとおりであった。   

メソトリオン：く0．002、く0．002ppm   

（参考）代謝物MNBA：く0．003、く0．003ppm   

成熟とうもろこし（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、9．1％水和  

剤を1回散布（2β伽L／10a、4葉期）したところ、散布後84、110日の最大残留量注  

1）は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  
注2）  

メソトリオン：く0．002、く0．002ppm   

（参考）代謝物MNBA：く0．003、く0．003ppm   

成熟とうもろこし（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、9．1％水和  

剤を1回土壌処理（200mL／10a、播種翌日）したところ、■処理後112、125日の最大  

残留量注1）は以下のとおりであった。   

メソトリオン：く0．002、く0．002ppm   

（参考）代謝物MNBA：く0．003、く0．003ppm   

なお、これらの試験結果の概要については、別紙1－1、海外で実施された作物残留  

試験成績の結果の概要については、別紙1－2を参照。  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を  

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、それぞ  

れの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない  

条件を斜体で示した。  
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7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、平  

成19年4月9日付け厚生労働省発食安第0409002号により食品安全委員会あて   

意見を求めたメソトリオンに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価されて   

いる。  

ADI  

無毒性量：0．3mg／kg体重／day  

（動物種）ラット  

（投与方法）混餌投与  

（試験の種類）繁殖試験  

（期間）3世代  

安全係数：100  

体重／day  ADI：0．003 m   

8．諸外国における状況  

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準は設定されていない。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、力‾－ストラリア及びニュージーランドについて調査し  

たところ、米国において とうもろこし、アスパラガス、ペリー類等に、カナダにおいてク  

ランベリー等に、ニ ュージーランドにおいて とうもろこしに基準が設定されている。  

9．基準値案  

（1）残留の規制対象  

・メソトリオン本体のみ   

作物残留試験において、メソトリオン及び代謝物MNBAを対象として分析が行われてい   

るが、いずれも定量限界未満とされており、代謝物MNBAは動物体内でも生じる代謝物で   

あるが、毒性試験で生体への特段の影響は認められず、また、作物残留試験では検出さ   

れないことから、規制の対象をメソトリオン本体とし、農産物について基準を設定する   

こととした。   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価対   

象物質としてメソトリオン（親化合物のみ）と設定されている。  

（2）基準値案   

別添2のとおりである。  
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（3）暴露評価   

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定される  

量のメゾトリオンが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試算され  

る、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大1日摂取量（TMDI））のADIに対する  

比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。   

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全く  

ないとの仮定の下におこなった。  

TMDI／ADⅠ（％）注）   

国民平均   1．3   

幼小児（1～6歳）   2．4   

妊婦   0．9   

高齢者（65歳以上）   1．3   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

（4）なお本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号によ  

り、食品一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、  

今般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

メソトリオン 国内作物残留試験一覧表  

試験  試験条件  
農作物  

最大残留量（ppm）  

圃場数  【メソトリオン／代謝物MNBA】  

水稲   
2  0．25％粒剤   堪水散布   

1同  91日  圃場A：〈0．002（＃）／く0．003（1回、91日）   
（玄米）  89日  開場B：く0．002（＃）／く0．003（1回、89日）   

未成熟とうもろこし   

2  9．1％水和剤  茎葉散布   1回  55日  圃場A：〈0．002（＃）／く0．003（1回、55日）   
（生食用子実）  71日  圃場B：〈0．002（＃）／く0．003（1回、71日）   

未成熟とうもろこし   

（生食用子実）  2  9．1％水和剤  土壌処理   1回  83日  圃場A：く0．002／く0．003（1回、82日）  
86日  圃場B二〈0．002／く0．003（1回、86日）   

成熟とうもろこし   

2  9．1％水和剤  茎葉散布   1回  84日  圃場A：く0．002（＃）／く0．003（1回、84日）   
（乾燥子実）  110日  圃場B：く0．002（＃）／く0．003（1回、110日）   

成熟とうもろこし   

2  9．1％水和剤  土壌処理   l回  112日  圃場A：く0．002／く0．003（1回、112日）   
（乾燥子実）  125日  圃場B二く0．002／く0．003（1回、125日）   

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙1－2）  

メソトリオン海外作物残留試験一覧表（米国）  

試験条件  最大残留量（ppm）  
農作物  試験 圃場数  剤型   【メソトリオン】      使用量・使用方法  回数  経過日数   

90日  圃場A：く0．01  

246日  圃場B：く0．01  

90日  圃場C：く0．01  

84日  圃場D：く0．01  

91日  圃場E：く0．01  

80日  圃場F：く0．01  

87日  圃場G：〈0．01  
41bsai／gallon  96日  圃場H：く0．01  

16  水和剤  0．1881bsai／A土壌散布  1回                                                                          83日  圃場Ⅰ：く0．01  

（フロアプル）  
88日  圃場J：〈0．01  

81日  圃場K：〈0．01  

180日  閲場L：く0．01  

92日  圃場Mニ〈0．01  

81日  圃場N：く0．01  

90日  圃場0：く0．01  

オートムギ  83日  圃場P：く0．01  

（種子）  49日  圃場A：く0．01（＃）  

51日  圃場B：く0．01  

50日  圃場C：〈0．01  

54日  圃場D：く0．01  

49日  圃場E：〈0．01（＃）  

52日  圃場F：〈0．01  

49日  圃場G二く0．01（＃）  
41bsai／gallon   49日  圃場H：く0．01（＃）  

16  水和剤  0．0941bsai／A散布   
（フロアプル）  

1回                                                                          50日  圃場Ⅰ：く0．01  
50日  圃場J二く0．01  

52日  圃場K：く0．01  

54日  圃場L：く0，01  

49日  圃場M：く0．01（＃）  

51日  圃場N：く0．01  

49日  圃場0：く0．01（＃）  

50日  圃場P：〈0．01   

113日  圃場Aニく0．01  

120日  圃場B：く0．01  

134日  圃場C：く0．01  

134日  圃場D：く0．01  

127日  圃場E：く0．01  

128日  圃場F：く0．01  
12   0．21bsai／A土壌散布   1回                                                        108日  圃場G：〈0．01  

128日  圃場H：く0．01  

132日  圃場Ⅰ：く0．01  

128日  圃場J：く0．01  

145日  圃場K：く0．01  

ソルガム  
41bsai／gallon  103日  開場L：く0．01  

（種子）  
水和剤  

（フロアブル）  
86日  圃場A：〈0．01  

87日  圃場B：く0．01  

111日  鰐場C：く0．01  

101日  圃場D：く0．01  

98日  圃場E：く0．01  

101日  圃場Fニく0．01  
12  0．21bsai／A散布   1回                                                        69日  圃場G：く0．01  

90日  圃場H：く0．01  

99日  圃場Ⅰ：く0．01  

103日  圃場J：く0．01  

85日  圃場K：く0．01  

78日  圃場L：く0．01   

－10－   



農作物  試験 圃場数   
試験条件  最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法   I【メソトリオン】        回数  蓮過口数   

118日  圃場A：〈0．01  

118日  圃場B：く0．01  

118日  圃場C：く0．01  

0．241bsai／A土壌散布＋  114日  圃場D：〈0．Ol  
8  

0．0941bsai／A散布   2回                                      113日  

114日   

114日  圃場G：く0＿01  

114日  圃場H：く0．01  

104日  園場A：く0＿01  

104日  圃場B：〈0．01  

104日  

さとうきび   8  41bsai／gallon  
水和剤  

100日   

（茎）   （フロアブル）   0．0941bsai／A散布  2回  

100日  圃場F二く0．01  

100日  圃場G：く0．01  

100日  圃場H：〈0．01  

104R  司場A：〈0．01  

ユ04日  

104日   

0．09ノ11bsai／A散布＋  100日  圃場D：く0．01  
8  

0．0941bsai／A散布   2回  

100日  圃場F：〈0．01  

100日  圃場G：く0．01  

100日  圃場H二く0．01   

9日  圃場A：〈0．01  

13日  

16日   

アスパラガス  4］bsai／gallon   
水和剤  

26日  圃場D：〈0．01  

（芽）   

8  

0．241bsai／A 土壌散布  1回  （フロアブル）  

12日   

8日  圃場G二く0．01  

10日  圃場Hニ〈0．01   

73日  圃場A：〈0．01（＃）  

3  

0．21bsai／A（＃）   

土壌散布   
1回           28日  圃場B：く0．01（＃）  

83日  圃場Cニ〈0．01（＃）  

45日  圃場A二く0．01  

45日  圃場Bニく0．01  

オクラ  
5  

水和剤  
0．0941bsai／A散布   1回                    45日  圃場C：く0．01  

（可食部）  （フロアブル）  45日  圃場D：く0．01  

45日  圃場E二く0．01  

28日  圃場A：く0．01  

28日  圃場B：く0．01  
1   0．0941bsai／A散布   1回                    28日  圃場C：〈0．01  

28日  圃場D：く0．01   

74日  圃場A：く0．01  
ラズベリー  

（果実）  

3  1回           52日  圃場B：く0．01  

83日  圃場C：く0．01  

ブラックベリーー  

（果実）  

1回  62日  開場A：〈0．01   

41bsai／gallon   
水和剤  

85gal／A散布  
（≒0．171bsに相当）  

77日  圃場A：〈0．01  

（フロアブル）  39日  圃場Bニ〈0．Dユ  

ブルーベリー  34日  圃場C：く0．01  

（果実）   

6  1回                             72日  圃場D：く0．01  
64日  圃場E二く0．01  

88日  圃場F：く0．01   

44日  圃場A：く0．01（＃）  

43日  圃場B二く0．01（＃）  
クランベリー  0．31bsal／ha散布＋  

2回                    43日  圃場C：〈0．01（＃）  
（果実）  5  480g／L 水和斉1 （フロアフル）  

0．21bsal／ha散布  
43日  圃場D：く0．01（＃）  

48日  圃場E二く0．01（＃）   
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農作物  試験 圃場数  
最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法   【メソトリオン】        回数  経過日数   

144日  圃場A：く0．01  

170日  圃場B：〈0．01  

5  

85gai／A土壌散布  
（≒0．171bsに相当）   

1回                    136日  圃場C：く0．01  

89日  圃場D：く0．01  

亜麻  
41bsai／gallon  

水和剤  
133日  圃場E：く0．01  

（種子）  （フロアブル）  103日  現場A：く0、01  

130日  圃場B：く0．01  

5  42．5gai／A散布   1回                    89日  圃場C：く0．01  

46日  圃場D：く0，01  

95日  圃場E：く0．01   

28日  圃場A：く0．01（＃）  

ルバーブ  41bsai／gallon  
水和剤  

0．31bsai／A（＃）   42日  圃場B：く0．01（＃）  

（葉柄）   

4  

（フロアプル）  土壌散布   1回                    42日  圃場C二く0．01（＃）  
42日  圃場D：くb．01（＃）   

（拝）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。   



鹿英名  メソトリオン  
（別紙2）  

農産物名   
作物残留試験成績  

基準値  基準値  u i登録  参考  く基準値            弓 L塾牒  外連j   案  現行  有無  基準  基準値  

PPm   PPm  PPm   PPm  

米  0．01   申  PDm  
とうもろこし  0．01  ＜0．002，＜0．002  

0，01  ：米国 CorngIlと1in   
：カナダFieldcorn  
：NZMふke  

岳  0．01    米国Oat，So柑um，Millet即Ⅶin  【米国】＜0．01（n＝12～16（削）  

0，01；米国Sugarcane  【米国】く0．01（n＝8（＃））  
”  Il十   一光同l＜〔，nl（n＝射  

【米国】＜0．01（n＝3（＃）～5）  

ブラックベリー  
rOuP   【米国】＜0．01（n＝3）  

0．01  rOuP   
ブルーベリー  【米国】＜0．01（n＝1）  

クランベリー  
0．01  0．0  rOuロ   【米国】＜001（n＝6）  

0．01  rry  【米国】く0．01（＃）（n＝5）  

月までの期限付きの基準0．01pp川  

F  

ndS汀l山l汗山LCr・OPgr、0UP】3－07）  

Dロm  
その他のペリー類果実   0．01  grOuP  【米国】Berrygroup右ノ参照   
その佃のオイルシード  C．01  二t． 山人ゝeヒd   

〔〔「  
【米同】く0．01（▲．二5）   

孝一の仰のハーフ  †来厘†1く∩〔1化〕「n＝4）   

午の筋肉  
豚の筋肉  
その他の睦生l】rけ孔輔に属する動物の筋≠  

牛の脂肪  
豚の脂肪  
その他の陸生哺乳軌に尽する動物の脂肪  
∠巨の肝肌  

順の肝臓 その他の陸生哺乳棚に属する動物の肝臓  
牛の腎臓  
豚の閣脇  
そ叫也の睦生哺乳玉出こ屈する動物の慣臓  

朋に肘る酬・～分 り三）カナダぴ〕規制封射ユ鈍化合物   

その他の家きんの筋肉  P∴q．土 紬！ 0．0】二 四 P．二p．1 q′一々1 P・ql q∴qI q∴qと 二重‥．9′！ OrOi P．・p．1 ：：二ご‡三：三生p．き 9．，9．t 0．ql 0，．Pt q，．9．t 田  

鶏の脂肪  P．0 
その他の家きんの脂肪  P 

別の肝臓  p 
その他の家きんの肝脳  頑．l  
剋のIi利根  q．01  
その他の家きんの腎臓  0.01 - 
鶏の食用部分  q， 
その他の家きんの肘1用；分  0.01 - 
別の卯  0二  

その他の家きんの卯   0．01   【   

平成17咋l川29日厚生；引動省†告示第4991チにおいて設定された進堆仙（憎定拭耶）については、網をかけてホした。  
（＃）これらの作物残留試験の一価は、申請のr範囲内で試炊が行われていない。  
米匡Bel】・y g【・OuPの代表股産：物ほ、プラノクペリー又はラズへぃー及びブルーベリー亡  

性）EUでは、戯作物について、メソトリオンと代謝物入1NRAの和として、分析上のl粧椚lカー（t／（】WPr＝■－tLd′＼na恒■Cむ】Deほ‖‖r付いUrlOU5→0，l】叩r‖）が去紺地として設定されている。  
畜産物に／〕いては、基準値は設定されていない。   

かノーダ、＼Zでほ∴掛嘩が設定されている上記以外の戯腫物について、0．1f）Prnを▲Uぐl出し山＼t「～Lとして設定している 



（別紙3）  

メソトリオン推定摂取量（単位：Jlg／人／day）  

基準値   幼小児  高齢者  

食品群  案  TMDI  
TMDI   

（1～6歳）  
妊婦 TMDI   （65歳以上） TMDI   

（ppm）   

1．851   0．977   1．397   1．888   米  0．01  
とうもろこし   0．01   0．025   0．043   0．027   0．008   

その他の穀類   0．01   0．003   0．002   0．005   0．003   

さとうきび   0．01   0．134   0．113   0．103   0．121   
アスパラガス   0．01   0．009   0．003   0．004   0．007   

0．003   0．002   0．002   0．003   オクラ  0．01  
ラズベリー   0．01   0．001   0，001   0．001   0．001   
ブラックベリー   0．01   0．001   0．001   0．001   0．001   
ブルーベリー   0．01   0．001   0．001   0．001   0．001   
クランベリー   0．01   0．001   0．001   0．001   0．001   
その他のペリー類果実   0．01   0．001   0．001   0．001   0．001   

0．001   0．001   0．001   0．001   その他のオイルシード  0．01  
その他のハーブ   0．01   0．001   0．001   0．001   0．001   

計  2．0   1．1   1．5   2．0   

ADI比（％）  

高齢者及び妊婦については水産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量  

を参考とした。  

TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
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（参考）  

これまでの経緯   

平成17年11月29日 残留農薬基準告示（暫定基準）  

平成19年 3月26日 農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係わる連絡及び基準設定依頼  

（新規：水稲及びとうもろこし）  

平成19年 4月 9日 厚生労働大臣より残留農薬設定に係わる食品健康影響評価について要請  

（厚生労働省発食安第0409■002、）  

食品安全委員会（要請事項説明）  

第14回農薬専門調査会総合評価第一一部会  

第24回農薬専門調査会総合評価第二部会  

第45回農薬専門調査会幹事会  

食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

一食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評価  

について通知  

薬事・食品衛生審議会への諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成19年 4月12口  

平成19年 8月 1日  

平成20年10月17日  

平成20年11月18日  

平成21年 2月12日  

平成21年 2月12日  

平成21年 3月26日  

平成21年 3月26日  

平成21年 7月22日  

平成21年 7月24日  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会   

［委員］   

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教寸受  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  
東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  
星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部食生活科学科教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロ  

ジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀iE和   

豊田 正武   

松田 りえ子   

山内 明子   

山添 康   

吉池 信男   

由田 克士  

鰐渕 英機  

（○：部会長）  
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答申（案）   

メソトリオン  

食品名   
残留基準値  

ppm   

米   0．01   
とうもろこし   0．01   
その他の穀類（注1）   0．01   
さとうきび   0．01   
アスパラガス   0．01   
オクラ   
ラズベリー   

0．01  

ブラックベリー   
0．01  

ブルーベリー   
0．01  

クランベリー   
0．01  

0．01   
その他のペリー類果実（注2）   0．01   
その他のオイルシード（注3）   0．01   
その他のハーブ（注4）   0．01   

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、′ト  
麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のもの  
をいう。  

（注2）「その他のペリー類果実」とは、ペリー類果  
実のうち、いちご、 ラズベリー、ブラックベリー、ブ  
ルーベリー 、クランベリー及びハックルベリー以外  
のものをいう。  

（注3）「その他のオイルシード」とは、オイルシー  
ドのうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばな  
の種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをい  
う。  

（注4）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、ク  
レソン、にら、パセリの茎、パセリの菓、セロリの茎  
及びセロリの葉以外のものをいう。  
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